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建設常任委員会

厚生常任委員会

総務文教常任委員会

牛房委員　　　　　 二宮委員　　　 末藤委員
　 吉住副委員長　　　　　　助村委員長

　　　　　　 大西委員　　　　　　大熊委員
西川副委員長　　　　  丸山委員長　　　　　　大林委員

堤委員　　　　　熊本委員　　　吉田副委員長
　　池邊委員　　　　　　　　稲永委員長

学
校
新
設
か
増
設
か
？

特
別
委
員
会（
全
員
）

　
　
　

 

審
議
へ
移
行

　

小
・
中
学
校
と
も
新
設
が

望
ま
し
い
と
、
町
立
学
校
通

学
区
域
審
議
委
員
会
か
ら
昨

年
１
月
答
申
が
出
さ
れ
た
が
、

町
も
教
育
委
員
会
も
最
終
決

断
に
は
至
っ
て
な
い
。

　

町
財
政
が
厳
し
い
折
、
財

政
出
動
が
大
き
い
。
教
育
の

問
題
で
は
あ
る
が
、
町
の
大

き
な
課
題
で
も
あ
り
、
時
間

的
制
約
の
中
で
結
論
を
出
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
議
会

全
体
で
論
議
し
、
結
論
を
出

す
こ
と
が
よ
い
と
い
う
総
意

で
特
別
委
員
会
で
審
議
を
す

る
こ
と
に
合
意
。

補
助
金
の
適
正
化

　

町
よ
り
『
補
助
金
等
検
討

委
員
会
の
提
言
を
受
け
、個
々

の
補
助
金
の
見
直
し
を
行
う
。

経
営
会
議
、
課
長
会
議
の
検

証
を
行
い
、
縮
減
・
廃
止
な

ど
原
則
と
し
て
、
平
成
22
年

度
ま
で
に
実
施
す
る
。

　

交
付
基
準
、
規
則
は
21
年

４
月
よ
り
施
行
す
る
。

　

新
た
な
補
助
事
業
等
に
対

す
る
交
付
金
は
交
付
規
定
に

合
致
す
べ
き
も
の
と
す
る
』

　

補
助
金
団
体
の
公
共
施
設

使
用
料
の
減
免
措
置
の
見
直

し
も
行
う
よ
う
要
請
し
た
。

協
働
の
体
制
づ
く
り

　

20
年
か
ら
５
年
を
か
け
て
、

協
働
体
制
づ
く
り
が
実
施
さ

れ
る
。
重
点
項
目
を
意
識
改

革
、
情
報
の
共
有
化
、
環
境

の
整
備
、
人
材
育
成
、
機
会

の
拡
大
と
５
つ
立
て
ら
れ
、

具
体
的
実
行
項
目
に
分
け
て

計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

21
年
度
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
設
置

の
予
定
。

学
童
保
育
と

　
　

保
育
園
民
営
化

　
『
学
童
保
育
に
つ
い
て
は
、

連
合
会
総
会
を
実
施
』

　

会
長
の
選
任
な
ど
大
変
な

面
も
あ
る
が
、
滞
り
な
く
準

備
を
進
め
て
ほ
し
い
と
提
言
。

　
『
別
府
つ
く
し
保
育
園
は
、

待
期
児
数
12
人
。
一
時
預
か

り
保
育
室
を
利
用
で
き
な
い

か
検
討
中
。

　

第
３
者
評
価
に
つ
い
て
は
、

保
育
の
質
の
担
保
の
た
め
、

21
年
度
に
６
園
全
部
実
施
に

向
け
て
予
算
編
成
を
行
っ
て

い
る
』

介
護
保
険
料
の
改
定

　

『
広
域
連
合
の
保
険
料
基

準
額
が
現
行
４
９
６
６
円
か

ら
４
７
０
０
円
に
さ
が
る
。

　

志
免
町
は
４
月
か
ら
Ｂ
グ

ル
ー
プ
か
ら
Ｃ
グ
ル
ー
プ
に

変
わ
り
、
基
準
額
が
３
８
６

２
円
と
な
る
。
グ
ル
ー
プ
分

け
は
、
平
成
18
年
度
、
19
年

度
の
高
齢
者
一
人
当
り
の
給

付
費
、
偏
差
値
で
決
定
さ

れ
、
志
免
町
は
33
市
町
村
の

中
で
下
か
ら
５
番
目
と
な
る
』

　

委
員
会
で
介
護
予
防
に
つ

い
て
い
ろ
い
ろ
協
議
し
て
き

た
が
、
健
康
課
を
中
心
と
し

た
取
り
組
み
の
成
果
が
あ
っ

た
と
評
価
し
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

　
　
　

へ
や
の
設
置

　

委
員
会
で
は
、
審
議
を
重

ね
て
き
た
。

　

松
ヶ
丘
町
内
会
は
地
域
活

動
が
活
発
だ
が
集
会
所
が
狭

い
、
県
営
住
宅
で
町
は
投
資

を
ほ
と
ん
ど
し
て
い
な
い
。

　

部
屋
の
維
持
管
理
は
町
内

会
で
す
る
と
の
こ
と
な
ど
か

ら
賛
成
と
の
意
見
が
出
さ
れ

全
員
賛
成
で
採
択
。

※

『　

』
は
町
よ
り
の
報
告

で
す
。

　隣接する志免町として、重要な問題であり、福

岡空港調査連絡調整会議から出されているＰ１レ

ポート、ステップ４の資料など参考にして情報交

換を行なう。障害者就労支援の広域での取り組み

については委員会内で協議を行なっている。

　県内の合併状況及び現況について調査研究をす

べく、講師に福岡県企画・地域振興市町村支援課

に要請を行う。２月18日委員会開催。室長・主幹

より説明を受けた。

　

予
算
審
査
に
つ
い
て
は
、

今
任
期
中
は
全
予
算
を
全
員

に
よ
る
予
算
特
別
委
員
会
と

し
て
審
査
す
る
こ
と
を
全
会

一
致
で
決
定
。
次
に
議
会
基

本
条
例
に
つ
い
て
は
、
策
定

に
向
け
て
協
議
を
進
め
、
議

運
で
素
案
を
つ
く
る
こ
と
と

し
た
。全
員
賛
成
で
決
定
。
次

に
志
免
西
小
の
分
離
新
設
・

増
築
問
題
に
つ
い
て
は
、
全

員
に
よ
る
特
別
委
員
会
設
置

に
全
会
一
致
で
賛
成
。

桜
丘
団
地
の
公
共
下
水

道
接
続
に
合
意
形
成

『
①
宅
内
最
終
桝
よ
り
下
流
、

道
路
側
に
つ
い
て
は
町
が
管

理
す
る
。

②
受
益
者
負
担
１
０
０
％
減

免
。

③
従
来
の
料
金
体
系
を
２
年

間
据
置
後
、
志
免
町
下
水
道

料
金
に
移
行
す
る
。

④
桜
丘
終
末
処
理
場
跡
地
は

構
作
物
等
を
撤
去
し
更
地
で

福
祉
施
設
用
地
と
し
て
保
存

す
る
。

　

下
水
道
料
金
据
え
置
き
差

額
は
年
間
約
１
５
０
０
万
円

で
公
共
下
水
道
に
接
続
し
な

か
っ
た
場
合
、
老
朽
化
に
伴

い
機
器
の
故
障
な
ど
で
多
額

の
費
用
が
か
か
り
、
公
共
下

水
道
供
用
開
始
区
域
に
な
る

と
改
修
許
可
が
で
な
い
。
汚

泥
処
理
20
年
度
約
９
０
０
万

円
増
額
で
桜
丘
処
理
場
の
収

支
は
赤
字
』

　

ス
ラ
イ
ド
制
も
考
え
ら
れ

る
が
料
金
事
務
が
煩
雑
と
な

る
。
流
域
下
水
道
（
多
良

川
）
と
町
営
公
共
下
水
道
が

一
本
化
さ
れ
る
こ
と
で
人
件

費
等
に
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
な
ど
、
町
益
に
反
し
な

い
と
了
解
し
た
。

炭
鉱
跡
地
基
盤
整
備

　
　
　
　

事
業
完
了

　

整
備
さ
れ
た
跡
地
の
管
理
、

運
営
は
未
定
だ
が
、
き
れ
い

に
整
備
さ
れ
た
広
場
を
一
日

も
早
く
利
活
用
で
き
る
よ
う

要
請
。

　新日本コンクリート、その他土地の貸付料金合

計４２５万２３５３円。

　４月の委員会で、ボタ山資源の活用目的等協議

する。

　志免西小学校の分離新設・増築等調査特別委員

会を設置。

　委員長　牛房議員、　副委員長　吉住議員

建
設
常
任
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

厚 生 常 任 委 員 会

議 会 運 営 委 員 会

合併問題調査特別委員会

委員会報告（調査・研究）
な

れ
ば
な

な
い

議
会

町の重要 な課題町の重要 な課題

福岡都市圏広域行政
調査特別委員会

志免西小学校の分離新設・
増築等調査特別委員会

志鉱跡地対策特別委員会

新設


